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tを正の実数とする。三角形OABの辺OAを 2 : 1に内分する点をM，辺OBを t : 1
に内分する点を Nとする。線分 ANと線分 BMの交点を Pとする。

(1)
−→
OPを −→

OA，−→
OBおよび tを用いて表せ。

(2) 直線OPは線分 BMと直交し，かつ ∠AOBの二等分線であるとする。このとき，
辺 OAと辺 OBの長さの比と tの値を求めよ。


